
　（別紙４（２）） 事業所名：グループホーム花音

目標達成計画 作成日：令和　 　6年　4月　　17日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成
に要する

期間

1 20

コロナ5類後、面会や外出は基本自由に行って
いただいているので増えているが、来て頂かな
いと行えない待ちの姿勢。自ら馴染みの場へ出
向く事ができればよりよいのではと考える。

車を利用した外出レクを今後は計画し、花見
等景色を楽しむだけでなく住んでいたところ
の近くなど入居者の馴染みのある場にもい
けるよう支援する。

外出レクに利用できる車の手配。入居者や家
族に外出レクを行う同意。入居者の行きたいと
ころを把握する。

6ヶ月

2 35
災害訓練を年4回行っているが、日中に施設職
員だけでおこなっている。

地域の方や家族にも参加を促し防災意識を
高めていきたい。夜間想定訓練や発電機の
使い方を全員が行う。

家族や地域の方に災害訓練の日程をお知らせ
する。夜間想定の訓練を行う。発電機の使い方
を消防員に教えて頂く。

12ヶ月

3 19

家族面会が多かったり、何かあった時はすぐに
ご家族に連絡したりと連絡はすぐにとれる関係
ではあるが、来所して頂ければ施設内に飾って
いる写真などを見て頂けるが来所しなければ日
常の写真などを見て頂けない。

SNSをおこない日常の様子を家族や地域に
発信する。

SNSのアカウントを作成する。家族や本人に同
意を得る。

3ヶ月

4 40
献立がマンネリ化している。パンや麺やおやつ
バイキングなど栄養が偏っても楽しめる日が
あってもいいのではないか。

献立を工夫する。パンの日や麵の日をつくっ
てみる。おやつレクを増やす。

入居者の嚥下や咀嚼状態に気をつけながら、
パンや麺を導入する。食べたいものを入居者か
ら聞き出す。おやつレクを計画・実行する。

8ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　


